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	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！

	
	 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)  めざせ！本物の自己主張上手
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展開
	１．ピア･サポートの意味と６年生の授業で学習することを確認させる。
２．自己主張の仕方には大きく分けて、４つのパターンがあることを知らせ、その特徴をつかみ、違いがわかるようにさせる。

	活動項目
(所要時間)
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活動内容

	準備物

	1．はじめに (5)
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	導入：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう！」
○上手なとは？：自分の主張に「責任」をもつこと

相手に対して「思いやり」を示すこと
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	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「自己主張って何？」

目　標：「４つの自己主張パターンを知ろう」 
	

	3.活動
この人どんな人？(32)
	
	→プリントを配付する。

「次のクラスレクで何をするか」について話し合っている4人組の映像を見る。（映像提示ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
【映像の見方・プリント記入の説明】

　観点は①「せりふ、言っていること」
②「声の大きさや速さ」
③「目や体の向き」や「表情」

最後にそれらをまとめて「印象：一言で言うとどんな人？」を書く。
【一度、全体の映像を流して見る】

→例として1番始め（赤）の人について全体シェアリングする。

本心は？

ドッジボール

①せりふ、言っていること

「ドッジボールが楽しいに決まってるじゃん！」
②声の大きさや速さ

声が大きすぎ、速い
③目や体の向きや表情

相手を見すぎていた、身を乗り出していた、怖い、無愛想

印象は？

強引な人、おしつける、怒ってる人

【２番目（黄色）の人の一部を、もう一度見る】　→個人で記入

【３番目（青）の人の一部を、もう一度見る】　　→個人で記入

【４番目（白）の人の一部を、もう一度見る】　　→個人で記入

⇒小グループになって、わからなかったところを教え合う。

· 全体シェアリング
２人目
３人目
４人目
声

普通、速い、早口
小さい、遅い
よい、普通
視線

表情

相手を見ていない、そっぽを向いている、手と足を組んでいる、無表情
下を見ている

暗い
みんなを見ている

笑顔、明るい
印象

やる気がない、めんどうくさそう、はっきりしない、いやみっぽい、曖昧
うじうじ、はっきりしない、自信がない、逃げ腰、気が弱い
まとめ役、冷静、

リーダー

自己主張の４パターンを知る
・自己主張は、大きく４つある。それぞれに、動物のニック・ネームをつけて説明。（児童にどの動物が当てはまると思うか、質問しながら進める。）
1人目：ライオン、攻げきパターン
自分の意見や気持ちを一番大事にして、相手の意見や気持ちは無視。乱暴な言い方で自分の意見や気持ちを相手に押し付ける。
2人目：キツネ、遠まわしの攻撃パターン

1つ目と同じ「攻撃的」だが、違いは言葉で言わずに、態度や表情などで「いやだ」｢不満｣を伝える。言うことと、することがずれる。 eq \o\ac(○,例)「怒ってないよ」と言いながら、言い方がムスッとしていて、本心は怒っていそう…。
3人目：ヤギ、受け身パターン

相手の意見や気持ちばかり考えて、自分の考えや気持ちは抑える。意見を言ったとしても、曖昧な言い方や、小さな声で分らないような言い方。
4人目：フクロウ、上手な自己主張パターン
自分の意見や感情をきちんと自分で確かめて、責任をもって主張する。しかもそれを押し付けるのではなく、相手の主張もしっかり聞く。
クイズで確認
· 次の自己主張はどのパターンに当てはまるか。（下線部を指導者が演技）
①「これでいい？」と聞かれるとどんな意見でも、にっこり笑って「いいよ」。
　②周りが意見をたずねると、「いいんじゃない？」と言うが、その言い方が面倒くさそうで大きなため息。
③相手の言ったことに対して「はぁ？（語尾を上げる）」と言って、にらみつける。
④「私はこっちの方がいいと思うけど、みんなはどうかな？」と自分の意見を言って、周りにも意見を聞く。

(①受け身、②遠まわしな攻撃、③攻撃、④上手な自己主張)
まとめ

○自分は普段、この中のどの自己主張パターンに近いだろうか。
○いつもこの4つのどれか1つのパターンで主張しているわけではない。
○ただ、この4パターンの中で、一番お互いを支え合ったり助け合ったりすることができるのは、どれか？⇒フクロウ（次回からこのことを詳しく学習）
	

	4．確認(3)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「攻撃」「遠回しな」「受け身」｢上手な｣
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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